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老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
均
寿
命
は
延
び
、「
人

生
100
年
時
代
」
の
到
来
が
予
測
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で

増
加
す
る
高
齢
者
を
支
え
る
社
会
保

障
制
度
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国

及
び
県
で
は
、
地
域
に
お
い
て
誰
も

が
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
老
人

ク
ラ
ブ
が
行
う
地
域
サ
ロ
ン
の
開
催

や
声
が
け
運
動
、
安
否
確
認
、
話
し

相
手
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
家
事
支
援
、

ま
た
介
護
予
防
教
室
な
ど
は
、
地
域

を
支
え
る
団
体
と
し
て
大
き
く
期
待

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
増
強
は
厳

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ

く
り
を
目
的
と
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
創

設
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
仲
間
を
増

や
し
、
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
新
し
い
年
が
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

会　

長　

松
﨑　

徹　
　
　

八
戸
市

副
会
長　

齋
藤　

昇
一　
　

青
森
市

　

〃　
　

相
馬　

齋
弼　
　

弘
前
市

　

〃　
　

上
山　

キ
エ　
　
県
老
連
女
性
部
長

理　

事　

外
山　

忠
男　
　

十
和
田
市

　

〃　
　

折
舘　

博　
　
　

む
つ
市

　

〃　
　

乗
田　

勝
雄　
　

鶴
田
町

常
務
理
事　

西
澤　

正
規　
　

県
老
連

監　

事　

舘
山　

新
一　
　

藤
崎
町

　

〃　
　

鈴
木　

重
一　
　

青
森
市

　

〃　
　

前
田　

覚　
　
　
県
老
人
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長

　

事
務
局
長　

五
戸　

秀
樹

　

参　
　

事　

大
橋　

恵
美

　

事
務
職
員　

天
井　

準
子

　
　

〃　
　

赤
田　

ち
ひ
ろ

今
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
松
﨑
　
徹
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青
森
県
知
事
表
彰

                                               

　

リ
ー
ダ
ー
力
が
あ
り
、

多
く
の
会
員
か
ら
の
信

頼
が
厚
い
で
す
。町
・
県

老
連
の
行
事
に
、多
く
の

会
員
を
参
加
さ
せ
、老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。 對馬　豊吉

（平内町）

○
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

                                               

　

市
老
連
副
会
長
と
し

て
会
長
を
補
佐
し
、会
の

運
営
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
大
会
、グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

の
責
任
者
と
し
て
、会
員
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。 菅原　敬一

（八戸市）

                                               

　

市
老
連
副
会
長
、ま
た

県
老
連
女
性
部
副
部
長

と
し
て
、会
の
発
展
に
尽

力
し
て
い
ま
す
。県
老
連

芸
能
発
表
大
会
の
運
営

で
は
、女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
活
動
で
生
き

が
い
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

長谷川　榮知
（弘前市）

                                               

　

長
年
に
わ
た
り
町
老

連
会
長
と
し
て
、会
の
発

展
に
尽
力
し
て
き
ま
し

た
。会
員
増
強
運
動
で
は

20
名
以
上
の
新
規
会
員

を
獲
得
、ま
た
県
老
連
主
催
行
事
に
は
多
く
の
会
員

を
参
加
さ
せ
、会
の
発
展
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

髙松　隆光
（大間町）

                                               

　

会
員
の
健
康
づ
く
り

と
生
き
が
い
づ
く
り
で

サ
ロ
ン
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。毎
週
月
曜

日
・
金
曜
日
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、毎
週
水

曜
日
は
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
、月
１
回
の
お
茶
会
を
実
施
、地
域
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。 洲先町老人クラブ清明会

（八戸市）
代表者　庄司 正五郎

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

○
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

                                               

　

町
老
連
会
長
と
し
て
、

会
員
の
育
成
指
導
に
努

め
て
い
ま
す
。交
通
安
全

運
動
に
力
を
入
れ
、会
員

及
び
地
域
住
民
の
事
故

防
止
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。県
老
連
健
康
福
祉
大
学
校

に
入
学
し
、老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

山市　忠男
（田子町）

                                               
　

体
育
部
、芸
能
部
、交

通
部
、女
性
部
、ト
ラ
ン

プ
部
が
あ
り
、各
部
会

長
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。昭
和
62
年
か

ら
見
守
り
活
動
で
小
中

高
生
の
登
校
指
導
や
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
県
老
連
健
康
福
祉
大
学
校
を
地
元
で
開

催
し
、リ
ー
ダ
ー
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

青森市浪岡地区
老人クラブ連合会

代表者　天内　勇

○
個
人
表
彰

青
森
市

　

佐
々
木　

庸
逸

　

阿
部　

良
雄

　

前
田　

守
鋭

　

嶋
守　

照
男

　

伊
瀬
谷　

邦
弘

　

三
橋　

星
子

　

福
田　

喜
代

　

立
花　

義
武

　

中
津　

春
之
輔

浪
岡
地
区

　

海
老
名　

恵
美
子

弘
前
市

　

清
野　

哲
司

　

山
内　

百
合
子

　

浅
利　

良
治

　

加
藤　

和
夫

　

石
山　

容
子

　

髙
谷　

友
衛

　

小
野　

博
光

　

白
坂　

康
俊

　

齋
藤　

幸
一
郎

　

佐
々
木　

榮

　

福
嶋　

正
治

　

三
上　

鶴
雄

　

熊
谷　

榮
作

　

鎌
田　

カ
ツ
エ

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

　

坂
本　

ハ
ル
エ

　

棟
方　

房
子

　

三
上　

美
津
子

　

成
田　

儔

八
戸
市

　

長
瀬　

礼
子

　

鈴
木　

孝
義

　

加
藤　

桂
子

　

小
村　

眞

　

櫻
田　

宏

　

豊
川　

智
恵
子

　

大
谷　

勲

　

石
倉　

キ
ミ

　

松
橋　

洋
子

　

田
口　

繁
子

十
和
田
市

　

須
貝　

ト
キ

　

平
舘　

賢
一

　

中
野
渡　

邦
夫

　

石
井　

照
三

　

氣
田　

泰
次

　

森　

繁
弘

三
沢
市	

　

岩
隈　

甚
七

　

関
川　

吉

　

藤
田　

康
男

第 150 号	 青　森　県　老　連	 （2）



む
つ
市

　

二
本
柳　

重
雄

　

山
田　

善
隆

　

飯
田　

勝
利

つ
が
る
市

　

小
関　

昭
夫

　

工
藤　

昭
一
郎

平
内
町

　

佐
々
木　

ツ
ギ
ヱ

　

八
戸　

桂
子

　

蝦
名　

み
よ

外
ヶ
浜
町

　

伊
藤　

文
榮

　

工
藤　

安
衛

今
別
町	

　

境
谷　

毬
子

深
浦
町	

　

川
口　

友
喜

　

平
沢　

利
光

　

西
沢　

き
よ
え

西
目
屋
村

　

米
田　

キ
ミ
ヱ

藤
崎
町	

　

成
田　

早
苗

　

間
山　

由
吉

　

斎
藤　

剛
一

　

三
浦　

進

板
柳
町

　

三
戸　

武

中
泊
町

　

福
士　

カ
ツ
エ

東
北
町	

　

松
山　

定
見

お
い
ら
せ
町

　

徳
永　

幸
雄

六
ヶ
所
村

　

田
中　

傳
蔵

　

岩
間　

昇

大
間
町	

　

神
馬　

さ
だ

東
通
村	

　

西
山　

き
よ
せ

風
間
浦
村

　

大
瀧　

ア
サ

　

山
本　

良
子

佐
井
村

　

松
谷　

幸
一

五
戸
町	

　

三
浦　

房
雄

田
子
町	

　

澤
口　

隆

　

山
本　

セ
チ

南
部
町	

　

日
向
端　

猛

　

木
村　

や
す

　

野
田　

敏
夫

階
上
町	

　

木
村　

イ
シ

　

地
代
所　

サ
キ

■童謡・唱歌
　荒城の月、夏は来ぬ、
　浜千鳥、村祭りなど
■歌謡曲
　丘を越えて、リンゴの唄、
　昴、きよしのズンドコ節
　など
■民謡
　ソーラン節、東京音頭、
　五木の子守唄など

●A5判（縦）
●全122ページ
●定価500円（税別）

シニア世代の

みんなの歌集
全国老人クラブ連合会が

高齢者の立場で選んだ80曲を収録

お申し込みは、所属市町村老連まで

会員章のお問い合わせや申込みは、所属市町村老連事務局
または県老連まで。なお、従来型の会員章もございます。

○
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

町
田
福
寿
会

　
（
代
表
者　

小
山
内　

久
夫
／
弘
前
市
）

　

親
友
ク
ラ
ブ

　
（
代
表
者　

小
林　

キ
ミ
子
／
八
戸
市
）

　

梅
友
会
老
人
ク
ラ
ブ

　
（
代
表
者　

根
岸　

猛
夫
／
三
沢
市
）

○
特
別
感
謝

　
（
県
老
連
役
員
及
び
評
議
員

　
　

４
年
以
上
で
退
任
し
た
方
）

　

佐
々
木　

一
吉
（
十
和
田
市
）

　
　

理　

事
４
年

　

今
田　

健
藏
（
平
内
町
）

　
　

監　

事
15
年

　

澤
田　

美
一
（
西
目
屋
村
）

　
　

評
議
員
16
年

　

岩
﨑　

さ
つ
（
大
鰐
町
）

　
　

評
議
員
４
年

　

草
野　

力
丸
（
深
浦
町
）

　
　

評
議
員
６
年

　

相
内　

亀
（
東
通
村
）

　
　

評
議
員
10
年

　

五
十
嵐　

久
一
（
南
部
町
）

　
　

評
議
員
６
年
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11
月
27
日
（
水
）、
田
舎
館
村
文
化
会
館
に
お
い
て
、
田

舎
館
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
葛
西
幸
男
田
舎
館
村
副
村
長
、
齋
藤
県
老

連
副
会
長
他
、
多
数
の
ご
来
賓
各
位
を
迎
え
、
約
110
名
の
会

員
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
が
行
わ
れ
、
岩

間
茂
廣
田
舎
館
村
老
連
会
長
の
式
辞
で
は
、「
令
和
時
代
に

新
し
い
役
割
を
自
覚
し
、
健
康
年
齢
を
高
め
、
仲
間
と
共
に

学
び
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
、
潤
し
と
豊
か
な
村
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
長
年
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
き
た
個
人
12
名
に

表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
撮
影
、
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
場
所
を
移
動
し
て
「
レ
ス
ト
ラ
ン
じ
ゃ
い
ご
」

で
行
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
人
生
100
年

の
時
代
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
、
元
気
に
続
け

る
た
め
の
節
目
と
な

る
式
典
・
祝
賀
会
で

し
た
。
ま
た
、
50
周

年
記
念
誌
を
発
刊
し

ま
し
た
。

田
舎
館
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

記念写真

表彰状贈呈
贈呈者（左）：岩間田舎館村老連会長
受賞者（右）：菊地　金蔵　氏　　

発足／昭和44年
　　　全村一つのクラブ「喜老会」
現在／20クラブ　852名

田んぼアートH30_1「ローマの休日」

１
分
の
詰
碁

　

黒
番	

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

　
　
　

★
三
手
の
ヨ
ミ

（
解
答
は
12
ペ
ー
ジ
）

の
び
の
び
詰
将
棋　
第
20
回

　
　
　
　

【
選
題
】
本
田　

伸

【
ヒ
ン
ト
】
手
順
前
後
に
気
を
付
け
て
。

（
解
答
は
12
ペ
ー
ジ
）

青森県老人クラブ連合会「囲碁サークル」では会員を募集中です。
お問い合せは青森県老人クラブ連合会まで　TEL 017-732-6492

銀

金
金

歩

馬

香

玉
銀

香

と
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９
月
25
日（
水
）、リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
に
お
い
て
、約

１
，０
０
０
名（
出
演
者
含
）の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。授
与
式
は
、青

森
県
知
事（
代
理 

福
士
県
高
齢
福
祉

保
険
課
長
）か
ら
、５
名
の
方
々
と
２

団
体
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、青
森
県
老
連
会
長
表

彰
の
授
与
式
を
行
い
85
名
と
３
団
体

に
表
彰
状
を
、７
名
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。（
被
表
彰
者
は
２
～
３
頁

参
照
）

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
大

会
は
、県
内
各
市
町
村
か
ら
集
ま
っ

た
会
員
に
よ
る
41
演
目
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な

衣
装
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
、語

り
べ
や
物
真
似
な
ど
の
新
し
い
出
演

に
、会
場
か
ら
は
歓
声
と
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
の
大
会
は
昨
年
と
違

い
、男
性
の
出
演
者
が
多
か
っ
た
で

す
。歌
、踊
り
は
も
ち
ろ
ん
、小
道
具

を
使
っ
た
演
出
や
男
性
グ
ル
ー
プ
だ

け
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど
で
、会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
芸
能
発
表
大
会
は
、令

和
２
年
９
月
29
日（
火
）、リ
ン
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
で
行
う
予

定
で
す
。

青森県知事表彰・青森県老連会長表彰の授与式並びに

青森県老人クラブ芸能発表大会の開催

「道南口説」
冨樫　アキ　他２名（田子町）

「泣くなオカメちゃん」
熊野　寅蔵（大鰐町）

「ドンドン、幸せなら手をたたこう」
小野　博光　他11名（弘前市）

来賓祝辞　青森県知事代理　
県高齢福祉保険課　

課長　福士　聡　氏

表彰授与式

主催者あいさつ
松﨑会長

「祭りだ！ひらない」阿部　愛子　他17名（平内町）
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卒業式・来賓祝辞

県高齢福祉保険課
副参事　小笠原　俊彦　氏

鰺ヶ沢町
福祉衛生課　課長　今　一仁　氏

期　間　R１.７.18～１.11.22
場　所　舞戸公民館　他
受講生　45名

　

こ
の
大
学
校
は
、県
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。当
連
合
会
の

目
玉
事
業
で
す
。今
年
度
で
24
年
目
と
な
り
ま
し
た
。健
康
づ
く
り

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
動
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て

い
ま
す
。老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
い
方
も
入
学
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
三
戸
郡
、鰺
ヶ
沢
町
、浪
岡
地
区
の
３
ゕ
所
で
開
校
し

ま
し
た
。講
座
内
容
は
、３
会
場
と
も
開
催
地
老
連
と
相
談
し
な
が

ら
決
め
ま
し
た
。受
講
し
た
方
々
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
人
気
だ
っ

た
の
が
、認
知
症
に
つ
い
て
、薬
の
事
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、終
活
、介
護
予
防
体
操
、そ
し
て
自
分
の
街
を
知

る
と
い
っ
た
歴
史
学
が
人
気
で
し
た
。特
に
施
設
見
学
・
体
験
学
習

の
縄
文
土
器
作
り
や
正
月
飾
り
作
り
、陶
芸
作
り
、り
ん
ご
林
寿
貼

り
絵
作
り
、三
内
丸
山
遺
跡
見
学
、棟
方
志
功
館
見
学
な
ど
は
大
好

評
で
し
た
。そ
の
他
に「
毎
回
、席
が
変
わ
る
の
で
隣
の
人
と
の
縁
が

で
き
、多
く
の
人
と
交
わ
る
の
で
よ
い
。」ま
た
、「
朝
の
歌
で
呼
吸
を

整
え
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
し
た
。」と
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
、鰺
ヶ
沢
会
場
42
名
、三
戸
郡
会
場
29
名
、浪

岡
地
区
会
場
35
名
、合
計
106
名
で
す
。こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
と
合
わ

せ
る
と
、１
，１
９
９
名
と
な
り
ま
す
。地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

市
町
村
老
連
会
長
、副
会
長
、女
性
部
長
等
で
活
躍
し
て
い
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
Ｏ
Ｂ
会
や
同
期
会
を
設

立
し
て
い
ま
す
。地
域
の
集
い
の
場
の
開
催
や
、所
属
老
連
事
務
局

の
運
営
協
力
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。各
地
区
の

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
写
真
を
17
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和元年11月22日（金）　於：鰺ヶ沢町「ホテルグランメール山海荘」

吹矢 体験学習（陶芸）
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卒業式・来賓祝辞

県高齢福祉保険課
課長代理　髙坂　修一　氏

青森市社会福祉協議会
会長　窪田　正昭　氏

期　間　R１.９.19～２.１.23
場　所　浪岡中央公民館　他
受講生　39名

卒業式・来賓祝辞

県高齢福祉保険課
課長　福士 聡 氏

三戸郡社会福祉協議会
副会長　関向　文男　氏

期　間　R１.6.27～１.12.20
場　所　南部町保健福祉センター
　　　　「ぼたんの里」　他
受講生　31名

南部町
町長　工藤 祐直 氏

令和元年12月20日（金）　於：南部町「アヴァンセふくち」

正月飾り 縄文土器づくり

令和２年１月23日（木）　於：青森市「浪岡中央公民館」

ユニカール 史跡めぐり（浪岡城址ほか）
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期　日 開催地区
参加者数 研修科目 内　容

11月13日㈬ 青森市
約150名

講座「いつまでも元気でいきいきと！」
　講師　青森市国保医療年金課　
　　　　管理栄養士　髙坂　道子　氏
　　　　青森市高齢者支援課
　　　　保健師　柳谷　侑希　氏

栄養面で、まな板いらず、手
軽にたんぱく質やカルシウム
が取れる炊き込みご飯の紹介
や試食、運動では、いつまで
も自分の足で歩き続けるため
に、ロコトレを実践した。

12月26日㈭ 平内町
約130名

講演「うたごえ喫茶～アコーディオンの
　　　生演奏で懐かしの歌を一緒に～」
　講師　うたごえ便　よりみち
　　　　石澤　佳子　氏

先生のアコーディオン生演奏
で「リンゴの唄」「津軽海峡
冬景色」「人生いろいろ」な
ど全20曲を参加者全員で唄い
ました。青春時代に戻ってい
ました。

1月10日㈮ 東北町
約90名

講演「終活～人生のエンディングを
　　　よりよいものに～」
　講師　NPO法人　人生まるごと支援
　　　　理事長　三国　浩晃　氏

自分が意思決定できる時に託
したい人や葬儀・通夜などに
ついて、エンディングノート
に書いておくとよい。

２月29日㈯ 藤崎町

ショー「着物リメイクファッションショー」
　　　　中南郡老人クラブ連合会　女性部
講演「令和と万葉集」
　講師　八戸学院大学短期大学部
　　　　客員教授　三村　三千代　氏

　

３月３日㈫ 八戸市
講演「笑って伸ばそう健康寿命
　　　～笑いヨガで身体も心もごきげんに～」
　講師　青森笑いヨガ研究所
　　　　代表　津島　弘美　氏

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
当
連
合
会
の
女
性
部

委
員
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
す
る
研
修
会
と
、
４
地
区
に
分
か
れ
て
開
催
す

る
研
修
会
の
５
地
区
で
す
。
内
容
は
、
高
齢
者
の
地
域
福
祉
の
充
実
や
生
き

が
い
・
健
康
づ
く
り
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

等
を
テ
ー
マ
に
、
開
催
地
老
連
と
内
容
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
会

員
・
非
会
員
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

研 修 内 容

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
研
修
会
開
催（
５
地
区
で
開
催
）

青森市会場

平内町会場 東北町会場
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　この事業は、全国老人クラブ連合会を通して、みずほ教育福祉財団から助成を受けて実施し
ています。今年度は、弘前市、八戸市、平内町、階上町の4つの老連です。活動は、老人クラ
ブがめざす友愛活動①多様な生活支援②多様な通いの場づくり③見守り支援④健康づくり支援
⑤情報伝達支援の5つです。地域の支え合いにつながる取り組みを実施するクラブや老連を応
援する事業となっています。

みずほ教育福祉財団助成事業
「地域支え合い応援事業」活動中

八戸市　「ユニカール講習会」 弘前市　「教養講座と交流会」

階上町　赤保内老人クラブ「介護予防体操」 平内町　茂浦塩釜会「サロン」
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会員募集中！入会希望者は、つがる市老人クラブ連合会まで
☎０１７３－２５－２４６８

　

つ
が
る
市
は
、
木
造
・
森
田
・
柏
・
稲
垣
・
車
力
の
５
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
と
94
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
、
連
合
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
活
動
か
ら
幅
広
い
交
流
を
目
的
と
し
た
活
動
ま
で
、

会
員
が
無
理
な
く
継
続
的
に
活
動
出
来
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

自
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
健
康
増
進
活
動
】

　

�　

健
康
寿
命
を
の
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
、
生
き
が
い
あ
る
生

活
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

・
芸
能
発
表
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

・
女
性
部
レ
ク
ダ
ン
ス
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

※�

西
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
同
開
催
や
地
区
毎
で
も

開
催
。

【
地
域
づ
く
り
】

　

�　

高
齢
者
の
知
識
や
経
験
、
活
力
を
活
か
す
場
所
づ
く
り
・
機

会
づ
く
り
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
　

・
社
協
ま
つ
り
・
い
き
い
き
長
寿
祭
り

　
　

・
ふ
れ
あ
い
農
園
収
穫
交
流
会
・
園
児
と
の
交
流
活
動

【
奉
仕
活
動
】

　

�　

地
域
の
社
会
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

・
ベ
ン
セ
湿
原
清
掃
奉
仕
活
動

　
　

・
沿
道
や
花
壇
へ
の
花
植
え
、
草
刈
り
活
動

　
　

・�

雑
巾
の
寄
贈
や
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
（
ク
リ
ス
マ
ス

会
・
芸
能
発
表
）

【
会
員
増
強
活
動
】

　

�　

会
の
担
い
手
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
資
質
向
上
を
目
的
と

し
た
研
修
会
や
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

・
リ
ー
ダ
ー
研
修
や
女
性
部
研
修
・
地
区
別
会
員
研
修
会

　
　

・
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
・
健
康
料
理
教
室

　
　

・
ト
ラ
ン
プ
、
ド
ッ
プ
引
き
大
会

【
今
後
の
課
題
と
目
標
】

　
�　

既
存
会
員
の
高
齢
に
よ
る
退
会
が
多
く
、
新
し
い
人
が
入
会

し
な
い
現
状
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

知
識
や
経
験
、
能
力
、
そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
、
新

規
会
員
を
増
や
し
た
い
で
す
。
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を
す
る
事
で
、
地
域
活
性
化
と
会
の
発

展
に
繋
が
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

～つがる市老人クラブ連合会～　会長　傳法谷　幸一
クラブ数　94　クラブ（平成31年４月１日現在）
会 員 数　3,004　名（男性1,008名　女性1,996名）　高齢化率　36.8％

のばそう
！健康寿命、担おう！地域づくりを

つがる市
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会員募集中！入会希望者は、三戸町老人クラブ連合会まで
☎０１７９－２２－０２６２

【
三
戸
町
の
概
要
】

　

当
町
は
、
平
成
31
年
４
月
に
町
制
施
行
130
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
三

戸
町
は
漫
画
家
で
あ
る
故
馬
場
の
ぼ
る
氏
の
故
郷
で
す
。
そ
の
代
表

作
で
あ
る
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、

街
中
に
は
、
ね
こ
を
か
た
ど
っ
た
石
像
や
の
ぼ
り
旗
が
あ
ち
こ
ち
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　
「
奉
仕
活
動
」

　

�　

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
城
山
公
園
で
開
催
さ
れ
る

「
さ
ん
の
へ
春
ま
つ
り
」
終
了
後
に
は
、
清
掃
活
動
と
桜
の
木
へ
の

施
肥
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
清
掃
活
動
後
、
観
桜
会
を
実
施
。
食
事

と
カ
ラ
オ
ケ
で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
増
進
」

　

�　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

は
、
主
に
郡
大
会
の
選
手
選
考
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
競
技
、『
80
歳
以
上
宝
探
し
レ
ー
ス
』
を
毎
年
実
施
。
会
員

か
ら
は
大
変
好
評
で
す
。

　
「
世
代
間
交
流
」

　

�　

社
会
福
祉
協
議
会
と
共
催
で
町
内
の
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
と

交
歓
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
カ
レ
ー
を
、
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
食
べ
ま
す
。

　
「
女
性
部
活
動
」

　

�　

毎
年
、
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
創
作
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
創
作
活
動
に
意
欲
的
な
会
員
が
多
く
、
編
み
物

な
ど
の
手
作
り
の
品
を
た
く
さ
ん
制
作
し
、
会
員
自
ら
が
販
売
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
今
後
の
目
標
】

　

三
戸
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
平
成
29
年
度
に
創
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
18
ク
ラ
ブ
会
員
約
５
０
０
名
で
発
足
し
た
当
連
合
会

は
、
創
立
20
周
年
を
迎
え
る
頃
に
は
31
ク
ラ
ブ
会
員
約
１
７
０
０
名
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
21
ク
ラ
ブ
会
員
６
３
０
名
ま
で
減
少
し
ま

し
た
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
現
役
で
働
く
こ
と
が
多
い
こ
の
地
域
で
は
、

新
規
会
員
が
非
常
に
少
な
く
、
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
会
員
増
強
に
よ
り
一
層
力
を
入

れ
、
ク
ラ
ブ
数
及
び
会
員
数
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
会
員
と
と
も
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

～三戸町老人クラブ連合会～　会長　山下　正一
クラブ数　２１　クラブ（平成31年４月１日現在）
会 員 数　６３０名（男性２３８名　女性３９２名）　高齢化率　４０.１％

人に誇れ
る老人クラブを目指して

三戸町
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「
奉
仕
部
」
「
体
育
部
」
「
文
化
部
」
「
女
性
部
」

の
４
つ
の
部
会
が
あ
り
ま
す
。
部
会
長
を
中
心
に
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
情
報
発
信
と
し
て
、
毎

月
一
回
「
茜
寿
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
全

会
員
に
配
布
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
回
覧
板
で
活
動
案
内

し
て
い
ま
す
。
広
報
で
広
く
周
知
し
て
も
ら
う
こ
と
で

サ
ー
ク
ル
活
動
に
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
、
毎
月
２
回
（
第
二
・
第
四

の
日
曜
日
）
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
「
カ
ラ
オ
ケ
お
楽

し
み
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
や
つ
代
100
円
持
参

で
、
麻
雀
は
９
時
半
～
15
時
半
ま
で
、
カ
ラ
オ
ケ
は
13

時
～
15
時
半
ま
で
、
毎
回
20
名
程
の
人
達
が
昼
食
持

参
で
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
な
ぜ
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」

な
の
か
。
歩
行
の
不
自
由
な
方
も
、
軽
い
脳
梗
塞
を
患

っ
た
方
も
い
ま
す
。
み
ん
な
今
の
健
康
を
維
持
し
た
い
、

楽
し
く
参
加
し
た
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

一
方
の
「
カ
ラ
オ
ケ
お
楽
し
み
会
」
は
、
女
性
が
多

い
が
何
人
か
の
男
性
も
参
加
し
、
い
つ
も
賑
や
か
で
楽

し
い
で
す
。
た
ま
に
は
、
調
理
実
習
も
行
い
全
員
で
昼

食
会
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
和
気
あ
い
あ
い
の
活
動
で
あ
り
、
い
つ
ま

で
も
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
サ
ー
ク
ル
活
動

茜
寿
会
（
南
部
町
）

会
長
　
小
坂
　
邦
夫

会
員
数
85
名
（
男
性
41
名
、
女
性
44
名
）

カラオケお楽しみ会

健康マージャン

昼食の間に昔の遊びを楽しむ（お手玉）

の
び
の
び
詰
将
棋　
第
20
回

【
選
題
】
本
田　

伸

【
解
答
】

２
四
銀　

２
五
玉　

３
五
金　

同
香

１
四
馬　

３
四
玉　

３
三
金　

同
銀

２
三
銀
不
成　
　
　
　
　
　

ま
で
９
手
詰

【
解
説
】

　

慣
れ
た
人
な
ら
、
銀
を
置
い
て
馬
を
捨
て
に

行
く
筋
は
、
す
ぐ
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
３
手
目
１
四
馬
は
さ
す
が
に
急
ぎ

す
ぎ
で
、
３
四
玉
、
３
五
金
の
時
に
同
銀
で
は

な
く
４
三
玉
と
さ
れ
、
大
海
に
逃
げ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

焦
ら
ず
に
、
先
に
３
五
金
と
捨
て
て
お
け
ば

解
決
。
４
六
の
香
が
最
後
に
光
り
ま
す
。

一
分
の
詰
碁

（
週
刊
「
碁
」
提
供
）

【
解
答
】

　

黒
１
の
サ
ガ
リ
が
正
解
。
白
２
の
切
り
に
黒

３
と
ア
テ
て
、
白
は
打
つ
手
が
な
い
。
三
手
目

ま
で
ヨ
メ
な
い
と
、
諦
め
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
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http://www.flower-travel.com/

１枚の切符から海外旅行まで

本社／弘前店 〒036-8053
　　　　　　 青森県弘前市大字和泉2丁目1－1
　　　　　　 TEL. 0172－26－2112（代）
　　　　　　 FAX. 0172－26－0808

五所川原エルム店
　　　　　　　 TEL. 0173－33－2122（代）
　　　　　　　 FAX. 0173－33－2133

青森店
　　　 TEL. 017－775－2735（代）
　　　 FAX. 017－775－2739

心をこめて贈ります
夢と思い

出を…
切符・パック商品などのお問い合わせ、お申込み
☎ 0172-26-2112（AM10：00 ～ PM5:30）

☎ 0172-26-2113（AM９：30 ～ PM6:00）
募集・団体旅行などのお問い合わせ、お申込み

※青森店へのお電話は弘前店へ転送されます。

■ JR、航空券、ノクターン等の手配
■ JR、航空券と宿泊のパック商品の手配
■ 海外パック商品の手配
■ 貸切バス、グループ旅行の相談、企画
■ 団体旅行、修学旅行の企画
　旅行のことなら何でもお気軽にご相談ください。

　

会
は
平
成
３
年
９
月
20
日
創
立
、
今
年
で
29
年
目
を

迎
え
ま
す
。
当
初
会
員
は
110
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

高
齢
化
と
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
年
々
減
少
傾

向
で
、
現
在
は
約
半
分
の
66
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
内
会
は
、
世
帯
数
300
の
静
か
な
住
宅
地
で
、
市

役
所
や
病
院
、
学
校
が
近
く
に
あ
る
地
域
で
す
。

　

会
の
活
動
は
毎
月
第
１
、
３
木
曜
日
「
集
い
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
体
操
や
踊
り
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ト
ラ
ン
プ
等
を
楽
し
ん
で
、
体
と
頭
を
使
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
用
具
を
購
入
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
「
集
い
」
に
参
加
す
る
会
員
が
増
え

ま
し
た
。
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
人
気
の
勢
い
で
、
大
会

を
年
２
回
開
催
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
「
集
い
」

を
利
用
し
、
会
員
へ
会
の
事
業
や
市
老
連
の
行
事
も
連

絡
で
き
る
の
で
、
各
行
事
に
参
加
者
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

市
老
連
主
催
の
芸
能
発
表
会
で
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
連
続
14
回
出
演
、
県
老
連
主
催
の
芸
能
発
表
大
会
へ

も
２
回
出
演
し
、
会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
集
い
」
を
続
け
て
開
催
し
、
健
康
と
幸
福

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
集
い
」
で
健
康
と
幸
福
に

西
十
一
番
町
和
交
会（
十
和
田
市
）

会
長
　
小
原
　
美
智
穗

会
員
数
66
名
（
男
性
20
名
、
女
性
46
名
）

スカットボール

トランプ大会

令和元年度青森県老連芸能発表大会出演「ぼけない音頭」
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わ
た
く
し
は
昭
和
22
年
青
森
市
滝
沢
に
生
ま

れ
、
25
歳
で
結
婚
。
子
供
が
で
き
た
後
、
仕
事
の

関
係
で
家
族
と
離
れ
単
身
の
生
活
を
長
く
経
験
し

ま
し
た
。
今
は
３
人
の
子
供
た
ち
も
独
立
し
、
妻

と
２
人
シ
ン
プ
ル
な
生
活
で
す
。

　

滝
沢
は
青
森
市
の
東
部
に
あ
り
、
み
ち
の
く
有

料
道
が
走
り
、
家
の
前
は
野
内
川
（
全
長
6.5
キ

ロ
）
が
流
れ
、
後
ろ
に
は
東
岳
（
標
高
652
メ
ー
ト

ル
）
が
そ
び
え
自
然
豊
か
な
環
境
と
人
情
あ
ふ
れ

る
山
里
で
す
。
趣
味
は
渓
流
釣
り
や
、
山
登
り
、

温
泉
、
そ
し
て
ビ
ー
ル
で
す
。

　

渓
流
釣
り
は
毎
年
決
め
て
い
る
渓
流
が
あ
り
ま

す
。
朝
早
く
静
か
な
流
れ
の
中
に
竿
を
下
す
、
そ

れ
だ
け
で
十
分
満
足
で
す
。
釣
果
は
考
え
ま
せ
ん

が
尺
イ
ワ
ナ
を
時
々
。

　

ビ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。
今
で
も
時
々
、
大

ジ
ョ
ッ
キ
で
５
、
６
杯
は
い
け
ま
す
。
仲
間
と
飲

む
と
き
は
、
安
心
な
飲
み
放
題
プ
ラ
ン
で
飲
み
ま

す
。
と
も
か
く
ビ
ー
ル
は
う
ま
い
！

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
か
か
わ
り

　

老
人
ク
ラ
ブ
と
の
出
会
い
は
平
成
23
年
、
地
区

の
会
長
か
ら
会
員
の
減
少
に
よ
り
危
機
的
な
状
況

で
何
と
か
会
長
を
引
き
受
け
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ

れ
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

若
輩
で
世
間
知
ら
ず
の
自
分
が
何
を
す
れ
ば
楽
し

い
会
に
な
る
の
か
悩
む
日
々
で
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
平
成
25
年
県
老
連
健
康
福
祉
大
学

を
青
森
市
で
開
催
す
る
と
の
情
報
が
あ
り
何
か
ヒ

ン
ト
を
つ
か
め
る
か
も
し
れ
な
い
と
入
学
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
50
人
余
の
受
講
者
が
勉
強
や
意
見

交
換
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
モ

ノ
づ
く
り
を
体
験
し
、
懇
親
会
を
開
い
た
り
（
こ

れ
が
一
番
良
か
っ
た
）
な
ど
と
て
も
和
や
か
な
会

で
し
た
。

　

そ
し
て
卒
業
生
み
ん
な
で
同
期
会
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
会
長
を
引
き
受
け
今
も
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
歌
あ
り
、
体
操
あ
り
、
笑
い
あ

り
の
素
晴
ら
し
い
仲
間
で
す
。

　

さ
ら
に
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
よ
り
楽

し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
青
森
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
公
認
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
、

会
の
イ
ベ
ン
ト
に
生
か
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
森
市
老
連
の
「
健
康
寿
命
ア
ッ
プ
」
の
掛
け

声
の
も
と
、
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
そ
の
た
め
に
は
体
を
動
か
す
、
声
を
出
す

こ
と
、
集
ま
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
、
そ
し
て
笑

う
こ
と
を
会
の
柱
に
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、高
齢
化
、人
口
減
少
な
ど
我
々
を
取
り

巻
く
環
境
は
順
風
満
帆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
老

人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
ら
長
生
き
で
き
る
・
認
知
症

に
な
り
づ
ら
い
」
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。

人
生
100
年
・
・
・

　

最
近
、
わ
た
く
し
た
ち
の
周
り
で
は
人
生
100
年

と
い
う
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
健
康
で
動
け
る
体
で
100
歳
を
迎
え

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
時
々
目
を
通

す
内
村
鑑
三
の
講
演
録
「
後
世
へ
の
最
大
遺
物
」

を
考
え
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。
ま
だ
ま
だ
青

春
、
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
監
事
　

青
森
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

　
　
　
鈴
木
　
重
一
　 

人
生
100
年
・・
ま
だ
ま
だ
青
春
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生涯現役！ご長寿会員さん紹介
　

小
康
状
態
が
続
き
、
私
の
退
職
を
待
っ
て

い
た
夫
が
戦
友
の
墓
参
り
と
言
っ
て
北
京
へ

向
か
っ
た
。
蘆
構
橋
の
橋
の
た
も
と
で
線
香

を
手
向
け
た
。
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
何
も

思
い
残
す
こ
と
は
な
い
と
翌
年
他
界
し
た
。

昭
和
63
年
９
月
だ
っ
た
。

　

一
周
忌
が
済
み
、
八
幡
地
区
会
長
の
勧
誘

で
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
。
程
な
く
八
戸
市
老

連
女
性
部
会
に
出
席
し
た
。
会
議
終
了
後
、

部
会
長
の
提
案
で
既
習
曲
を
歌
っ
て
散
会
し

た
。
そ
の
後
、
一
般
会
員
か
ら
の
要
望
も
あ

り
女
性
部
コ
ー
ラ
ス
の
誕
生
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
や
「
早
春
賦
」
で
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
市
老
連
芸
能

発
表
大
会
に
出
演
、
会
員
増
強
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
し
て
平
成
12
年
、全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
青
森
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
時
、会
員

１
，２
０
０
人
の
前
で「
青
い
山
脈
」を
指
揮
し

た
と
き
は
緊
張
し
た
が
胸
が
透
く
思
い
だ
っ

た
。
音
楽
を
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

「
支
え
て
頂
い
た
人
生
に
感
謝
」

山
田　

ハ
ル
（
や
ま
だ　

は
る
）

　
大
正
14
年
10
月
12
日
生
　
94
歳
　
女
性

　
八
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
八
幡
老
人
ク
ラ
ブ
顧
問

県
老
連
芸
能
発
表
大
会
に
は
指
導
を
葛
西
和

美
先
生
に
お
願
い
し
コ
ー
ラ
ス
は
続
け
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
い
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
の

一
つ
に
「
大
名
湯
治
の
会
」
が
あ
っ
た
。
有

名
温
泉
地
に
二
泊
三
日
の
旅
行
だ
。
ご
当
地

の
名
産
物
を
使
っ
た
料
理
に
舌
づ
つ
み
を
し
、

二
日
目
の
夕
食
時
の
隠
し
芸
大
会
が
目
玉
だ
。

各
地
区
の
芸
達
者
の
出
演
に
会
場
は
盛
り
上

が
る
。
わ
が
八
幡
地
区
は
参
加
者
全
員
に
よ

る
寸
劇
「
笠
地
蔵
」
で
、
主
役
は
ア
ド
リ

ブ
、
お
地
蔵
様
は
そ
の
他
大
勢
で
せ
り
ふ
な

し
、
観
客
か
ら
お
賽
銭
も
供
え
ら
れ
る
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
大
好
評
だ
っ
た
。
全
員
参
加

賞
を
貰
い
優
秀
賞
も
頂
い
た
。
ち
な
み
に
こ

の
旅
行
に
30
回
参
加
し
、
賞
状
と
記
念
品
を

頂
き
思
い
出
深
い
。

　

次
に
市
老
連
創
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し

て
図
書
出
版
を
し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
私

た
ち
の
年
代
は
戦
争
体
験
者
だ
。
戦
争
時
代

を
語
ら
ず
し
て
今
日
は
な
い
。
平
成
15
年
に

編
集
会
議
を
開
催
、
八
戸
22
地
区
を
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
参
し
、
生
の
体
験
を
収
録

し
た
。
音
声
の
強
弱
、
大
小
、
音
の
重
な
り

な
ど
で
苦
労
し
た
が
、
全
地
区
を
ま
と
め

「
戦
中
戦
後
を
語
る
」
の
本
を
完
成
さ
せ
た

と
き
の
嬉
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の

一
つ
だ
。

　

た
ま
た
ま
令
和
元
年
の
７
月
、
地
域
放
送

局
Be
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
か
ら
「
戦
争
を
語
る
」

の
依
頼
が
あ
り
、
同
年
代
３
名
と
大
学
生
２

名
、
そ
れ
に
司
会
者
で
話
し
合
っ
た
。
戦
争

当
時
の
社
会
情
勢
、
学
校
生
活
や
食
糧
不
足
、

終
戦
間
近
の
八
戸
市
の
爆
弾
投
下
な
ど
話
題

は
尽
き
な
か
っ
た
。
８
月
放
送
に
な
り
、
あ

と
で
Ｃ
Ｄ
が
贈
ら
れ
私
の
記
念
品
と
な
っ
た
。

80
年
代
の
頃
、
自
分
を
試
し
て
み
た
く
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
の
ど
自
慢
に
出
場
し
た
こ
と
が
あ
る
。

場
所
は
南
部
町
の
ホ
ー
ル
。
曲
は
「
マ
イ
・

ウ
ェ
イ
」

　

私
の
歩
ん
だ
人
生
に
似
て
愛
唱
歌
の
一
つ
。

先
輩
諸
氏
、
友
人
仲
間
の
支
え
に
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

わ
た
し
に
は　

愛
す
る
歌
が
あ
る
か
ら

信
じ
た
こ
の
道
を　

私
は
行
く
だ
け

す
べ
て
は　

心
の
決
め
た
ま
ゝ
に
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川
口
市
単
老
の
活
動
「
新
聞
紙
に
よ
る
彩
の
国
伝

統
絵
巻
」
に
も
感
動
す
る
。
単
老
会
員
全
員
で
新
聞

紙
を
集
め
、
衣
装
作
り
か
ら
作
業
す
る
。
自
分
た
ち

の
発
想
で
テ
ー
マ
を
求
め
、
各
自
が
自
分
で
身
に
着

け
る
衣
装
を
作
っ
た
と
い
う
。
根
気
強
い
活
動
だ
っ

た
ろ
う
。
と
て
も
新
聞
紙
で
作
っ
た
と
は
思
え
な
い

豪
華
な
輝
く
衣
装
を
身
に
着
け
、
し
ず
し
ず
と
誇
ら

し
げ
に
舞
台
を
歩
む
。
製
作
に
何
日
か
か
っ
た
だ
ろ

う
。
に
こ
や
か
に
手
を
振
る
人
も
い
る
。
武
具
、
扇

子
等
の
小
道
具
も
手
作
り
で
あ
る
。

　

地
元
埼
玉
県
の
伝
統
的
な
芸
能
、
工
芸
品
、
秩
父

地
方
の
獅
子
舞
、
花
魁
道
中
、
花
嫁
、
こ
の
日
の

た
め
に
製
作
し
た
会
員
40
人
ほ
ど
の
行
列
で
あ
っ
た
。

発
表
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
深
甚
な
る
敬
意
を
申

し
上
げ
る
。

　

旅
行
中
、
五
戸
事
務
局
長
の
親
切
な
案
内
及
び
会

話
も
、
吾
が
人
生
の
宝
で
あ
る
。

　

全
国
か
ら
約
２
，
４
０
０
人
が
参
加
し
た
全
国
大

会
に
、
青
森
県
か
ら
県
老
連
事
務
局
長　

五
戸
氏
と

二
人
で
あ
る
。

　

会
場
は
大
宮
駅
近
く
の「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」。

近
代
的
ビ
ル
、
殆
ど
満
員
。
私
の
席
は
最
前
列
、
舞

台
の
前
で
あ
る
。
400
余
人
の
受
賞
者
の
一
人
で
、
名

誉
を
痛
感
す
る
。
私
は
何
し
て
対
象
と
な
っ
た
の
か

な
と
反
省
し
つ
つ
席
に
着
く
。

　
『
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
大
会
に
自
覚
を
強
め
る
。

　

二
日
目
の
式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
深
く
感
動
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
「
美
し
き
天
然
」
の
曲
が
流
れ
る
。

「
人
は
お
互
い
助
け
合
い
、
自
然
の
力
に
お
の
の
き

目
に
見
え
ぬ
神
・
仏
を
敬
い
、
守
ら
れ
て
生
き
て
る
。」

こ
の
日
本
の
情
景
を
感
じ
て
ほ
し
く
、
四
本
の
布
で

日
本
の
四
季
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
す
ば
ら
し
い
構

想
の
舞
踊
で
あ
る
。
さ
す
が
に
全
国
大
会
で
賞
を
得

た
と
い
う
。
女
性
15
人
の
あ
で
や
か
な
和
装
姿
、
し

な
や
か
な
動
き
、
真
剣
な
表
情
、
心
を
一
つ
に
表
現

し
た
演
技
に
息
を
の
む
ほ
ど
だ
っ
た
。
万
雷
の
拍
手
。

第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

令
和
元
年
度
全
老
連
の
主
な
行
事

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
参
加
し
て

新聞紙による彩の国伝統絵巻 美しき天然

青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長

弘
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
　

　
　
　
相
馬
　
齋よ

し

弼の
り

　 

大会参加者
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－写真で見るー
老大OB会の活動報告

弘前市「OB会」

十和田市「同期会」

藤崎町「ふじ健大OB会」

青森市「一八会」

八戸市「OB会」

平内町「平内20会」

青森県老連健康福祉大学校で受講された後、OB会を設立し活動している方々を紹介します。（一部）

（17）	 青　森　県　老　連	 第 150 号



身に覚えのない請求、悪質な訪問販売・電話勧誘など 

  おかしいな、困ったな、と思ったら 

消費者ホットライン 

青森県消費生活センター 
〒030-0822 青森市中央三丁目20-30 県民福祉プラザ5階 
 TEL017-722-3343 
◆相談受付時間/平日9：00～17：30 土・日・祝日10：00～16：00 

◆休日/年末・年始 

 

青森県知事 
三村申吾 

 

い    や    や 

すぐ相談！

に188 

他
団
体
等
と
の
協
力
・
連
携

　

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
の
試
供
品
「
フ
ル
グ
ラ
」
及
び
、

株
式
会
社
大
塚
製
薬
工
場
の
試
供
品
「
Ｏ
Ｓ
―
１
」（
飲

物
）
を
両
会
社
の
ご
厚
意
で
、
県
老
連
・
市
町
村
老
連

で
開
催
す
る
研
修
会
や
大
会
等
で
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
目
的
は
、短
命
県
返
上
と
健
康
づ
く
り
で
す
。

ご
希
望
の
市
町
村
老
連
は
、
県
老
連
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７
―
７
３
２
―
６
４
９
２

お 

知 

ら 

せ

令
和
２
年
度
の
行
事
予
定

〇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

日
時　

令
和
２
年
７
月
16
日（
木
）～
17
日（
金
）

　

場
所　

宮
城
県
仙
台
市　

秋
保
温
泉

　
　
　
　
「
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
」

〇
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
大
会

　

日
時　

令
和
２
年
９
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

場
所　

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

　

内
容　

青
森
県
知
事
表
彰
授
与
式

　
　
　
　

青
森
県
老
連
会
長
表
彰
授
与
式

　
　
　
　

芸
能
発
表
大
会
・
抽
選
会

〇
第
33
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

　

日
時　

令
和
２
年
10
月
31
日（
土
）～
11
月
３
日（
火
）

　

場
所　

岐
阜
県
岐
阜
市 

他

　

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会　

文
化
交
流
大
会　

他

〇
第
49
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

日
時　

令
和
２
年
11
月
17
日（
火
）～
18
日（
水
）

　

場
所　

山
形
県
山
形
市

　
　
　
　
「
山
形
県
総
合
文
化
芸
術
館
」
他

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

Ｐ
Ｒ
ジ
ャ
ン
パ
ー
等

の
貸
し
出
し

　

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
、

ベ
ス
ト
、
の
ぼ
り
旗
の
貸

し
出
し
を
引
き
続
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
Ｐ

Ｒ
や
会
員
増
強
運
動
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

貸
し
出
し
希
望
の
方
は
、

所
属
の
市
町
村
老
連
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

あ
る
会
議
で
75
歳
以
上
を

高
齢
者
と
し
て
提
案
し
ま
し

た
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
概
ね
60

歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る

と
、
80
歳
代
の
方
々
が
い
き

い
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

老
若
男
女
問
わ
ず
今
の
時
代

に
合
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

で
会
員
増
強
に
つ
な
げ
た
い

も
の
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
事
務
局
）
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・ホール収容人数
【フルオープン】２００名様まで（全席イス席）
【サブホール】　　５０名様まで（全席イス席）
・駐車場完備
　１００台駐車可能
・安置施設有
【サイレントルーム】故人様と共にお過しいた
　だける施設です。
・各室冷暖房完備、全館バリアフリー
・通夜ぶるまい、駐車場誘導はホールスタッフ
　が行いますのでお手伝いは不要です。

ご安置から、お通夜、ご葬儀、ご会食まで、
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。
故人様を心おだやかにお送りできますよう、ご葬儀の一切をご自宅に代わって執り行える総合葬祭施設です。

宗旨を問わず、家族葬から、一般葬、社葬まで大・小規模のあらゆるご葬儀にご利用いただけます。

最大収容
200名

葬儀式場
上質で人のぬくもりと優しさを感じる
空間をご用意いたします。大切な人と
の最後の時間をゆっくり、お過ごしい
ただけます。家族葬から社葬まで、幅
広く対応させていただきます。

ロビーエントランス
気品溢れるモダンデザ
インのロビーで、ご会
葬の方々をお迎えいた
します。

サイレントルーム（故人安置室）
故人様のそばでゆっくりお過ごしいただ
ける安置室をご用意いたします。専用の
出入口を設けるなど、細やかな配慮をさ
せていただいております。また病院から
直接お入りいただく事も可能です。

サイレントルーム入口

ホール

家族室

小さな掛け金　大きな安心　ゆうネット
互助会員募集中

月々５０００円コース（４５００００円）
月々３０００円コース（２７００００円）
月々１０００円コース（　９００００円）
◎ゆうネットホール大野が会員価格でご利用になれます。
◎withホールやまみちを会員価格にてご利用になれます。
　例　メインホール２日（非会員）120,000円（税別）→（会員）80,000円（税別）
　例　サブホール　２日（非会員） 80,000円（税別）→（会員）50,000円（税別）
　例　サイレントルーム（安置施設）１日
　　　　　　　　　　　（非会員） 36,000円（税別）→（会員）24,000円（税別）

◎葬儀の場合、祭壇が通常価格の10％割引とお得です
◎返札品（香典返し・引出物）が10％割引になります
◎お供物（生花・盛篭）が、いつでも10％割引となります

会
　員
　特
　典

■アクセス：青森市営バス→南旭町停留所下車→徒歩１分

旭町通り
マエダストア●

古川小● ●デイリーマート

●青森県庁◎

●山道葬儀造花店本社

7 4

JR青
森駅

文

甲田中●文

青森中央大橋

●青森県信用組合旭町支店

●青森金沢局〒

浪
館
通
り 旭町地下道

“もしもの時の安心コール”年中無休３６５日・２４時間受付

0120－22－7785☎
㈲山道葬儀造花店
〒030-0862 青森市古川3丁目15-17（旭町地下道北入口）

TEL.017-776-7785　FAX.017-776-2050
〒030-0851 青森市旭町1丁目2-9

TEL.017-776-8811　FAX.017-752-8711
〒030-0847 青森市東大野2丁目11-4

TEL.017-739-0983　FAX.017-739-0988

ゆうネットホール大野

　青森銀行
●古川支店
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※ご記入いただいた個人情報は、当組合の提供する商品・サービスに関する情報の提供等に利用させて戴きます。

お申込日： 年 月 日
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本社 十和田営業所 青森市大字新町野字幾田２－２８ 

TEL 017-738-6000 TEL 0176-23-5155 

 
 
 

 

※割引の適用には会員証が必要となります。 

 町内会の会合等で時間を頂ければ、65歳以上割引の詳細を 

 説明し、会員証を即日発行致します。 

 ご希望の際には、下記の電話番号に連絡お待ちしておりま 

 す。

十和田市東二十一番町１５－１８

令和２年２月からの料金改定に伴い
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印刷のことなら

〒030－0803　青森市安方２丁目17－3
☎ 017－777－1388　FAX 017－735－5982
自分史・画集・写真集・俳句集・短歌集・川柳集・詩集

楽しく相談♪

一
般
印
刷・

カラ
ー印刷・デジタル

印
刷

出
版

物印刷・デー
タ管

理
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